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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国の有する世界観、世界認識を中国の認識に即して歴史的に理解し、ま
たその変容の理由や背景を明らかにしようとするものである。また、この研究を遂行する過程で若手研究者の発
信の機会を提供していくことを企図した。コロナ禍によって研究活動は大幅に抑制されたが、この研究により、
先行研究とは異なる変容時期や各々の変容の原因や連続性について考察を深められた。若手研究者の発信の機会
としては日常的な研究会のほか、アメリカのAASにパネルを出すなど国際的発信も行った。

研究成果の概要（英文）：This research project plans to explore Chinese perception of the world order
 historically and examine the reason and background of the change and transition of the perception. 
And this project pays attention to support young scholars to make presentation for the world in 
English and other foreign languages. Covid-19 influences the progress of this project as scheduled, 
however, this project provides fruitful opportunities to consider the change and transition of the 
perception to examine their reason and background and continuity beyond the change and transition. 
And for younger scholars, this project holds ordinal research meetings and organizes the panel 
session AAS 2023 in Boston that some younger scholars make presentation on Chinese perception of the
 world order in 19c.

研究分野： アジア政治外交史、中国近現代外交史、東アジア国際関係史

キーワード： 冊封朝貢　互市　総理衙門　外務部　近代外交（中国）　独立自主の外交　平和友好五原則

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中国の対外観については、従来、19世紀末から20世紀初頭にかけての冊封朝貢から近代外交への変容、第二次世
界大戦後の近代外交から社会主義外交への変容が知られてきた。コロナの影響で研究の遂行が制限されたが、本
研究を通じて、19世紀中葉から総理衙門の形成、また冊封朝貢関係の再編期にも大きな変容があること、また19
世紀末からの変容過程については北京議定書による外務部の形成のほか、1890年代から生じた中央－地方間の齟
齬が考察された。20世紀中葉についても、中国共産党政権成立初期の対外関係を担う新たな集団や政策の形成過
程が次第に解明され、20世紀前半の近代外交が否定される過程を示す事例研究が行われた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究の問いは、19 世紀以来の中国における世界秩序観がどのように形成、変化されて

きたのか、また既存の研究で指摘されているいくつかの大きな転換点について、それがどの

ような過程で進行したのか、何が変化し、何が連続したのかということにある。さらに、そ

のような歴史的蓄積がどのように現在の中国の世界秩序観を導いているのか、あるいは現

在の中国での歴史的背景の説明にどのような恣意性や意図があるのかということもまた大

きな問いである。 

これらの問いに対して事例研究をおこなうことで解を導くのが本研究の課題である。中

国の世界秩序観については既存の研究が少なからずあり、また申請者や研究分担者もそれ

ぞれ取り組んできた課題である。そしてすでに 19 世紀の世界秩序認識の変容、20 世紀前半

の近代国際社会への順応の重要性、中華人民共和国成立前後の転換、さらには胡錦濤政権後

半から習近平政権期にかけての変容と伝統的視点への回帰などが指摘されてきた。特に、

「19 世紀の王朝の時代／20 世紀前半の近代国家の時代／人民中国の時代」の三層構造を基

礎とし、その上で昨今の変容を理解するということが、一定の多様性の下に、いわば定式化

している面もある。しかし、中国の台頭が顕著になり、また中国自身が自らの世界秩序認識

を調整し、歴史を正当化の資源として用いる中で、今一度、19 世紀以来の中国における世

界秩序観の変容を考察する必要が生じた。 

 

２．研究の目的 

 本研究の主要な目的は、上記の学術的な問いに対して、歴史研究者と現代中国研究者、ま

た思想（史）研究者と外交（史）研究者が協働することで、三層構造の結節点の連続性と変

容を描き出すことにより、通史的な解を与え、合わせてそれと関連付けながら現状分析をお

こなうことにある。また次の目的としては、この論点を世界の研究者、また若手研究者と共

有し、論点や議論を内外に発信することにある。 

 この三層間の断層は、中国外交史研究の根本的問題である。19 世紀後半の研究と清末か

ら民国期の近代外交との間の断層、そして民国期の外交と人民共和国の外交研究との間の

断層は大きくなるばかりである。その時期に変容が見られたことは確かであろうが、その変

容のプロセスや原因、またそこに見られる連続性などが十分に解明されていないのである。

また、三層の他にまだ見えていない変容があるかもしれない。これらの問題に取り組むのが

本研究の主たる目的である。 

 

３．研究の方法 

中国の世界観と対外政策については、一般に 19 世紀の王朝としての秩序観と政策、20 世

紀前半の近代国家としての世界認識と政策、1949 年以降の社会主義国、発展途上国として

の世界認識と政策という三層構造の下に理解されてきた。しかし、三層構造があるところま

では解明されても、それらがいかに機能したのか、そしてそれぞれの変容期にどのような議

論がなされたのかといったことについては教科書的な理解以上に十分に掘り下げられては

いない。 

 具体的には、第一に、19 世紀から 20 世紀への変容過程、そこに見られる連続性と変容が

康有為の「列国並立」や、厳復らの社会進化論で比較的単純に説明され、十分な事例研究が



理念、政策ともに積まれていない。第二に、1949 年前後については断絶性が強調されすぎ、

民国期と人民共和国期の連続性などがほとんど検討されないままになっている。その結果、

第三に中国の世界秩序観は上記の三層が分断された状況で研究されているという問題点で

ある。さらに、現在の中国の世界秩序認識と政策もまたこれらの三点とも関わる課題である

ことはいうまでもない。 

 本研究の課題は目新しいものではないかもしれない。しかし、以下のような独自性、創造

性を持つ。第一に通時性である。19 世紀から現状までを視野に入れる研究はほとんどない。

第二に理念と政策の双方を見る点である。これはディシプリンを横断することではじめて

可能となる。第三に、申請者や研究分担者のこれまでの蓄積である。十分な蓄積があるから

こそ、連続性と変容、現状との関わりなどを論じることが可能になる。 

 本研究は申請者と研究分担者の４名が役割分担に基づいて、それぞれが事例研究を実施

し、変容の理由と過程、そして変容前後の連続性などについて考察するとともに、新たな分

岐点やその背景の把握を目指した。その上で、現状分析を常に行って過去との関連について

分析を継続的に行った。それらの成果は以後の共同研究に継続される。 

  

４．研究成果 

 本研究は、中国の有する世界観、世界認識を中国の認識に即して理解し、またその変容の

理由や背景を明らかにし、他方で研究を遂行する過程で若手研究者の発信の機会を提供し

ていくことを企図した。コロナ禍によって研究活動は大幅に抑制されたが、研究会活動（東

アジア国際関係史研究会）では、日本、中国などの若手研究者によるそれぞれの時期の実証

的な研究を推進した。そして、博士課程研究者を中心とした清朝期の対外関係、対外認識を

めぐるパネルを 2023 年 3 月にボストンで開催された AAS に出すことができた。中国の対

外観については、従来、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけての冊封朝貢から近代外交への変

容、第二次世界大戦後の近代外交から社会主義外交への変容が知られてきた。本研究を通じ

て、19 世紀中葉から総理衙門の形成、また冊封朝貢関係の再編に至る時期にも大きな変容

過程があること、また 19 世紀末からの変容過程については清朝中央と地方の総督ら地方大

官との間に対外政策の面での齟齬が生じていることや 20世紀初頭に主要地方大官が死を迎

えていることの影響などが考察された。20 世紀中葉の変容過程については、中国共産党政

権成立初期の対外関係を担う集団の形成や政策の形成過程が次第に解明され、また本研究

を通じて 20世紀前半の近代外交がいかに否定されていくのかということに関する事例研究

が本研究を通じて行われた。だが、コロナ禍の影響もあって本研究が本来計画していた海外

での資料調査などがほとんどできず、また中国が国内での文書館や図書館への管理統制を

強化する中で、研究遂行が予定通りには進まなかったために、事例研究をいくつか積み上げ

るにとどまっている。他方、胡錦濤政権以降の変容過程、特に習近平の対外理念、政策につ

いては、いくつかの書籍を刊行するなどしてその形成過程、内容などについて議論すること

ができた。これらの成果を基礎に新たな共同研究に結びつけることを目指す。 

全体としてコロナ禍によって史料調査、海外との交流が大きく抑制されたため、所期の目

標が十分に達成されたわけではないが、それでも実証研究をある程度蓄積でき、またオンラ

インでの研究会などを通じて若手研究者に報告の場を提供し、かつ最後に国際会議に若手

研究者中心のパネルを出すことができたことは一つの成果であったと考える。 
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